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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第７期
第１四半期
連結累計期間

第８期
第１四半期
連結累計期間

第７期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (百万円) 142,272 152,081 621,040

経常利益 (百万円) 1,300 2,366 10,584

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 928 1,624 6,556

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,766 2,800 7,696

純資産額 (百万円) 79,413 87,158 85,261

総資産額 (百万円) 307,094 321,792 327,047

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 16.60 28.83 117.25

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 14.29 24.83 100.97

自己資本比率 (％) 25.7 26.9 25.9
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や金融政策等により、景気は緩やかな回復基

調が続いておりましたが、英国が国民投票でＥＵ離脱を決めた影響により急激な相場変動が起こるなど、海外経済

が先行き不透明な状況にあります。

当社グループの主たる事業である医薬品卸売業界におきましては、国の医療費抑制策により平成28年４月の薬価

改定で7.8％の薬価基準の引下げが行われました。今後も薬剤費の抑制政策は継続されることが予想されます。

このような中、当社グループでは、平成29年３月期から平成31年３月期までの３年間にわたる第３次中期経営計

画をスタートいたしました。まず当社は、第３次中期経営計画に先立ち、10年後に目指す姿としての長期ビジョン

に、「医療・介護を支える商品やサービスを戦略的に提供することにより、地域・コミュニティのヘルスケアにな

くてはならない存在となる」ことを掲げました。そして、当該長期ビジョンの下、第３次中期経営計画の中期ビ

ジョンとしては、「１．ジェネリック医薬品80％時代においても、利益を創出できる体制を構築する」「２．医介

連携ビジネスの基盤を整備し、地域のヘルスケアに深耕する」の２つを定めました。さらに、当該中期ビジョンを

実現するため、４つの基本方針「１．効果的・効率的グループ経営の実践によるグループ総合力の発揮」「２．常

に生活者視点を重視したエリアマーケティングの推進と更なる深耕」「３．ヘルスケア・コーディネーターの育

成・定着」「４．医療・介護分野でのソリューションカンパニーの実現」に取り組んでまいります。

当連結累計期間の業績につきましては、売上高152,081百万円（前年同期比106.9％）、営業利益1,418百万円

（前年同期比417.3％）、経常利益2,366百万円（前年同期比182.0％）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,624

百万円（前年同期比175.0％）となりました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 医薬品卸売事業

医薬品卸売事業におきましては、予てよりカテゴリーチェンジによる長期収載品の販売減少が続いておりまし

たが、平成28年４月の診療報酬改定におきましても、更なるジェネリック医薬品使用促進策が打ち出され、当連

結累計期間におきましても長期収載品の販売減少が続いております。そのような状況の中、当社は新薬創出・適

応外薬解消等促進加算制度の対象品や新製品（先発品）、とりわけ前期に爆発的な売上を記録したC型肝炎治療

薬等の新薬の販売に注力いたしました。また、利益面では、一部のメーカーでの共同仕入による利益の獲得に努

めるとともに、カテゴリーチェンジへの的確な対応として単品単価による納入価交渉にも注力してまいりまし

た。さらに、主要な事業子会社（㈱バイタルネットと㈱ケーエスケー）では、営業戦略システム「ＶＫマーケ

ティング」により、得意先別営業損益状況を基にした営業戦略を実行し、収益力の維持・向上に引き続き努める

とともに不採算先の取引改善交渉にも注力してまいりました。その結果、売上高は、144,540百万円（前年同期

比107.1％）、セグメント利益（営業利益）は、1,427百万円（前年同期比494.1％）となりました。

 

② その他事業

その他事業におきましては、動物薬卸売事業が好調に推移したものの、診療報酬改定の影響等により調剤薬局

事業の業績が不調だったため、売上高は、7,540百万円（前年同期比103.8％）、セグメント損失（営業損失）

は、29百万円（前年同期は29百万円のセグメント利益）となりました。

 

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。また、前

事業年度の有価証券報告書に記載した対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス(E22440)

四半期報告書

 4/18



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 230,000,000

計 230,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 61,224,796 61,224,796
東京証券取引所　
(市場第一部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 61,224,796 61,224,796 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成28年６月30日 ― 61,224 ― 5,000 ― 1,250
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 4,868,400
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 56,298,300
 

 

562,983 ―

単元未満株式 普通株式 58,096
 

 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 61,224,796 ― ―

総株主の議決権 ― 562,983 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が500株（議決権５個）含まれてお

ります。

２．「単元未満株式」の株式数の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が55株、当社保有の自己株式が14株含

まれております。

３.　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成28年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

② 【自己株式等】

    平成28年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
㈱バイタルケーエスケー・ホー
ルディングス

東京都世田谷区
弦巻一丁目１番12号

4,868,400 ― 4,868,400 7.95

計 ― 4,868,400 ― 4,868,400 7.95
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 26,741 30,239

  受取手形及び売掛金 148,131 137,452

  たな卸資産 30,338 30,609

  未収入金 16,715 14,966

  その他 2,347 2,342

  貸倒引当金 △375 △354

  流動資産合計 223,898 215,255

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 16,210 15,915

   土地 17,615 19,974

   その他（純額） 2,716 2,615

   有形固定資産合計 36,542 38,506

  無形固定資産   

   のれん 4,538 4,479

   その他 3,601 3,436

   無形固定資産合計 8,139 7,916

  投資その他の資産   

   投資有価証券 47,423 49,176

   その他 12,243 12,036

   貸倒引当金 △1,200 △1,097

   投資その他の資産合計 58,466 60,115

  固定資産合計 103,149 106,537

 資産合計 327,047 321,792
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 197,057 192,609

  短期借入金 1,350 1,320

  1年内返済予定の長期借入金 1,044 2,244

  未払法人税等 2,984 760

  賞与引当金 1,823 2,663

  その他の引当金 240 220

  その他 5,001 3,697

  流動負債合計 209,500 203,515

 固定負債   

  転換社債型新株予約権付社債 10,037 10,035

  長期借入金 2,236 1,025

  その他の引当金 177 179

  負ののれん 2,210 2,026

  退職給付に係る負債 6,622 6,520

  その他 11,001 11,332

  固定負債合計 32,285 31,119

 負債合計 241,786 234,634

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,000 5,000

  資本剰余金 12,702 12,702

  利益剰余金 46,413 47,136

  自己株式 △3,722 △3,722

  株主資本合計 60,394 61,117

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 21,939 23,144

  退職給付に係る調整累計額 2,428 2,368

  その他の包括利益累計額合計 24,367 25,513

 非支配株主持分 499 527

 純資産合計 85,261 87,158

負債純資産合計 327,047 321,792
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 142,272 152,081

売上原価 132,049 140,606

売上総利益 10,223 11,474

返品調整引当金戻入額 178 240

返品調整引当金繰入額 178 220

差引売上総利益 10,223 11,495

販売費及び一般管理費 9,883 10,076

営業利益 339 1,418

営業外収益   

 受取利息 35 35

 受取配当金 198 211

 負ののれん償却額 184 184

 持分法による投資利益 32 32

 受取事務手数料 358 367

 その他 188 157

 営業外収益合計 996 988

営業外費用   

 支払利息 11 9

 賃貸費用 21 17

 複合金融商品評価損 － 11

 その他 3 1

 営業外費用合計 36 40

経常利益 1,300 2,366

特別利益   

 固定資産売却益 3 1

 貸倒引当金戻入額 27 20

 受取補償金 57 7

 その他 0 0

 特別利益合計 87 29

特別損失   

 投資有価証券評価損 － 15

 その他 3 8

 特別損失合計 3 23

税金等調整前四半期純利益 1,384 2,372

法人税等 441 717

四半期純利益 942 1,654

非支配株主に帰属する四半期純利益 14 29

親会社株主に帰属する四半期純利益 928 1,624
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 942 1,654

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 820 1,048

 退職給付に係る調整額 △48 △54

 持分法適用会社に対する持分相当額 51 151

 その他の包括利益合計 823 1,145

四半期包括利益 1,766 2,800

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,751 2,770

 非支配株主に係る四半期包括利益 14 29
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

(会計方針の変更)

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１　保証債務

連結会社以外の会社及び連結子会社の従業員の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

㈱宮城登米広域介護サービス
(金融機関借入金)

3百万円
㈱宮城登米広域介護サービス
(金融機関借入金)

2百万円

㈱ケーエスケー従業員
(金融機関借入金)

1
㈱ケーエスケー従業員
(金融機関借入金)

1

計 5 計 3
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び

負ののれんの償却額は次のとおりであります。

　 前第１四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日

　　至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日

　　至　平成28年６月30日）

減価償却費 714百万円 758百万円

のれんの償却額 77百万円 79百万円

負ののれんの償却額 △184百万円 △184百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月14日
取締役会

普通株式 559百万円 10.00円 平成27年３月31日 平成27年６月８日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月12日
取締役会

普通株式 901百万円 16.00円 平成28年３月31日 平成28年６月８日 利益剰余金
 

　（注）１株当たり配当額には特別配当6.00円が含まれております。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 
医薬品卸売
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 135,008 135,008 7,263 142,272 ― 142,272

セグメント間の内部売上高又
は振替高

965 965 656 1,621 △1,621 ―

計 135,974 135,974 7,920 143,894 △1,621 142,272

セグメント利益 288 288 29 317 21 339
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医薬品等の小売業、調剤薬局業、

農薬・動物用医薬品の卸売業、運送業、介護サービス業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額21百万円はセグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 
医薬品卸売
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 144,540 144,540 7,540 152,081 ― 152,081

セグメント間の内部売上高又
は振替高

1,339 1,339 652 1,991 △1,991 ―

計 145,880 145,880 8,192 154,073 △1,991 152,081

セグメント利益又は損失（△） 1,427 1,427 △29 1,397 20 1,418
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医薬品等の小売業、調剤薬局業、

農薬・動物用医薬品の卸売業、運送業、介護サービス業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額20百万円はセグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額 16円60銭 28円83銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 928 1,624

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

928 1,624

   普通株式の期中平均株式数(千株) 55,914 56,356

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 14円29銭 24円83銭

　（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） △1 △1

　（うち支払利息（税額相当額控除後）（百万円）） (△1) (△1)

　普通株式増加数（千株） 8,960 9,026

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成28年５月12日開催の取締役会において、平成28年３月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　901百万円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　16円00銭（内訳：普通配当10円00銭　特別配当６円00銭）

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成28年６月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月10日

株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   瀬　　戸　　　　　卓   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   西　　方　　　　　実   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   田　　村   　   剛   印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社バイタ

ルケーエスケー・ホールディングスの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会

計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包

括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス及び連結子会

社の平成28年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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